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福井工業高等専門学校  

吉田センター長 

平成２４年度 取組紹介 
小水力発電アイデアコンテスト 

企業技術者等活用プログラム 

第２回小水力発電アイデアコンテスト スケジュール 

  地域連携テクノセンター長 挨拶 

 三重県いなべ市において開催予定の平成２４年度小水力発電アイ

デアコンテストに，地域連携テクノセンター支援のもと本校学生ら

が参加します． 

 小水力発電は小規模な水力発電であり，中小河川や用水路など現

存する様々な水流を利用して行う発電であるため，環境負担の少な

い純国産の再生可能なクリーンエネルギーとして期待されています.

このコンテストは，自然エネルギーに対する関心の高まりを受け，

地域資源を活かした自然エネルギーによる地域貢献とものづくりの

実践体験を通した青少年育成を目的としたものです．株式会社デン

ソーの協力のもと東海北陸地区高専を中心とした１１チームが現地

調査や現地での合宿，製作活動，現地設置を通して切磋琢磨し，平

成２５年３月の最終発表会に向けて活動する予定です． 

 平成２４年度よりセンター長を務めることになりました．スタッフとともにセンターのさらな

る発展に努めてまいりますので，ご支援のほどよろしくお願い申し上げます． 

 さて，本センターの使命は，企業との共同研究，技術相談，産官学連携事業などを通して，地

域社会や産業の活性化や高度化に貢献することであります．さらに，近年は地域との共同教育な

ど研究以外の支援活動も求められています．この使命を達成するためには，まず，本校が所有す

る「ヒト」や「モノ」，そして，活動している「コト」の情報を，地域の多くの方々にタイム

リーにお知らせする必要があります．そこで，今年度は『センターの見える化』をスローガンに

活動を行うこととし，その第一弾としてこのニュースレターを発刊することとなりました．本校

は，伝統産業や地場産業が多数立地している丹南地域に存在する唯一の工業系高等教育機関であ

ります．是非とも本校の技術力を知っていただき，地域の身近な「テクノ」の拠点として，当セ

ンターをお気軽にご活用ください．  

独立行政法人国立高等専門学校機構に申請しました「平成２４年

度企業技術者等活用プログラム」の採択を受け，「地域の匠を活用

した科学クラブの共同教育」の事業をスタートします． 

本事業は，本校の科学技術系クラブに所属する学生の技術力を高

度化し，課外活動を活性化させて，地域産業の継承とイノベーショ

ン創出に貢献できる学生を育成することを目的としており，丹南地

域に根付く伝統産業の匠の技や地場産業のエンジニアの技術を活用

するものであります． 

本事業によって，学生は各種コンテストで上位入賞を目指す技術

力を修得するのはもちろんのこと，自ら作製した実験装置や作品を

地域社会で開催されるイベントに出展し，科学技術の面白さや不思

議さを人々に伝える伝道師として地域に貢献することを目指してい

ます． 



お問い合わせは 福井工業高等専門学校 地域連携テクノセンター 

           〒９１６－８５０７ 福井県鯖江市下司町 

           ＴＥＬ ０７７８-６２-１８８１  ＦＡＸ ０７７８‐６２‐２５９７ 

           Ｅｍａｉｌ techno@fukui-nct.ac.jp 

                       ＨＰ   http://www.fukui-nct.ac.jp/~arc/ 

 

６月 

 平成２４年度東海・北陸地区国立高等専門学校テクノセンター長等会議に出席 

 ＪＯＩＮＴ２０１２発行 

 福井高専地域連携アカデミア総会開催 

７月  福井県機械工業青年会との交流事業開催予定 

８月 
 第１０回全国高専テクノフォーラム（京都）に出展 

 きのくに学生ロボットコンテスト福井県予選会を開催予定 

９月 

 第１８回マグネットコンテスト作品募集開始（～9月30日まで） 

 丹南産業フェアに出展 

 第７回越前市中学生ロボットコンテスト競技会・表彰式を開催（共催事業） 

 歯磨きロボットコンテスト競技会・表彰式を開催予定（共催事業） 

 北陸技術交流テクノフェアに出展 

１１月 
 ＪＯＩＮＴフォーラム２０１２を開催 

 さばえものづくり博覧会に出展 

１２月  科学・技術フェスタ２０１２～高専ロボコンin京都～に出展 

２月  第１８回マグネットコンテスト表彰式を開催（主催事業） 

３月  第２回小水力発電アイデアコンテスト発表会 

１０月  

平成２４年度 活動計画 

 

【設備紹介】走査型電子顕微鏡ＳＥＭ 

センター長 吉田 雅穂 

副センター長 長水 壽寛 

副センター長 丸山 晃生 

地域・文化部門 
部門長 吉田 三郎 

副部門長 加藤 清考 

環境・生態部門 
部門長 奥村 充司 

副部門長 高山 勝己 

エネルギー部門 
部門長 山本 幸男 

副部門長 芳賀 正和 

安全・防災部門 
部門長 岡本 拓夫 

副部門長 辻野 和彦 

情報・通信部門 
部門長 斉藤 徹 

副部門長 河原林 友美 

素材・加工部門 
部門長 常光 幸美 

副部門長 村中 貴幸 

計測・制御部門 
部門長 亀山 建太郎 

副部門長 西 仁司 

起橋 秀之 

近藤 理恵 

望 祥博 

総務課 評価・地域連携係       

 近年の材料技術の高度化に伴い，産業界および教育研究にお

けるナノメートルオーダーでの表面観察や元素分析のニーズを

受けて，平成２４年３月に走査型電子顕微鏡が更新されまし

た．導入された設備は，超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡

（日本電子 JSM-7001FTTLS）で，EDS（エネルギー分散形 X 線

分析，日本電子 JED-2300）付きです． 

 本設備の主な構成は，サーマル電界放出形電子銃(E)，下方

二次電子検出器，半導体反射電子検出器，コニカル対物レン

ズ，５軸コンピュータ制御モータ駆動試料ステージ，などから

成っており，主な仕様は， 

 

 (1)二次電子像分解能：1.2 nm 

 (2)観察倍率：×10～×1,000,000 

 (3)加速電圧：0.1 ｋV～30 ｋV 

 (4)EDSエネルギー分解能：133 eV 以下 

 (5)検出可能元素：Be～U  

 

となっています．また，対物レンズ上方に二次電子検出器を備

え，ジェントルビームとの組み合わせで低加速電圧での分解能

が大幅に向上し，従来のSEMと比較して最表面構造の観察能力が

高くなりました． 

 金属材料，電気電子

材料，機能材料，新素

材など最先端の材料分

野・ナノ分野における

研究や，機械・エレク

ロトニクス・情報・化

学・バイオなどの幅広

い産業分野での有効利

用が大いに期待されま

す． 

平成２４年度 スタッフ一覧 

※ スタッフは兼任 


